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２月に宍粟市の小学校で、担任と養

護教諭による、３年生の保健の授業を

参観しました。 

 これまでの保健学習を振り返りなが

ら、毎日を健康に過ごすために大切な

ことを考え合う授業がすすめられまし

た。授業では、子どもたちの意見が途

切れることなく、活発に発表する姿が

みられました。栄養教諭・学校医・学

校薬剤師など、子どもたちの健康を守るために、様々な人が関わっている

ことも学びました。 

  

保健・体育部会は、2009 年度からは毎年、学級担任と養護教諭とが連携

を深める授業研究を継続しています。子どもたちの健康についての意識を

より高めるために、これまでの保健学習にも養護教諭が関わってきました。 

また、科学的な根拠をもとにした保健学習の機会も設定し、学校薬剤師

と照度計で教室の照度を計測したり、気体検知管を使って、教室内の二酸

化炭素量を調べたりする活動などもおこないました。 

その後の研究協議では、「自分たち

の生活と保健学習・保健指導を、ど

のようにつなげていくのか」「養護教

諭の専門的な視点を、どのように授

業に生かしていくのか」など、これ

からの保健学習の推進について、討

議を深めました。 
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